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問
　
13
日
〜
14
日
に
か
け
て
の
時
間
当
た
り

の
最
大
雨
量
、
連
続
総
雨
量
と
千
葉
市
緑
区

に
お
け
る
雨
量
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
　
市
役
所
の
雨
量
計
で
、
１
時
間
当
た

り
の
最
大
降
水
量
は
１
５
７
㎜
、
総
降
水

量
は
４
０
６
．５
㎜
で
し
た
。
千
葉
市
緑

区
土
気
南
小
学
校
の
降
水
量
は
、
１
時
間

当
た
り
最
大
降
水
量
が
１
３
５
㎜
、
総
降

水
量
が
４
６
９
㎜
で
し
た
。

 

土
気
、
あ
す
み
が
丘
の
エ
リ
ア
は
非
常

に
珍
し
い
分
水
嶺
と
な
っ
て
お
り
、
通
常

は
千
葉
市
側
の
村
田
川
、
鹿
島
川
に
雨
水

は
流
れ
込
ん
で
い
る
。
ま
た
千
葉
市
緑
区

周
辺
と
大
網
白
里
市
と
の
境
界
線
は
、
下

総
台
地
の
東
端
、
牛
久
東
金
崖
線
に
位
置

し
て
お
り
、
標
高
差
約
90
ｍ
の
崖
地
や
急

斜
面
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
千
葉
市
緑

区
の
台
地
側
で
は
大
規
模
な
宅
地
開
発
が

進
み
、
雨
水
を
保
水
し
て
い
た
山
林
や
原

野
が
減
少
し
、
大
雨
の
際
に
地
表
を
流
れ

る
雨
水
が
急
激
に
増
加
し
、
調
整
池
等
が

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
、
崖
下
の
平
野
部
に

一
気
に
流
れ
込
む
事
が
小
中
川
流
域
、
大

網
駅
周
辺
の
氾
濫
の
一
因
と
考
え
ら
れ

る
。
具
体
的
な
場
所
を
挙
げ
る
と
、
あ
す

み
が
丘
東
の
土
気
東
２
号
調
整
池
は
許
容

量
を
超
え
て
越
水
し
、
周
辺
の
住
宅
で
浸

水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
す
ぐ
近
く
に

は
Ｊ
Ｒ
の
土
気
側
の
ト
ン
ネ
ル
口
が
あ

る
。
ま
た
、
旧
土
気
城
跡
か
ら
南
玉
に
続

く
ク
ラ
ン
坂
か
ら
流
れ
落
ち
た
大
量
の
雨

水
や
周
辺
の
崖
線
か
ら
吹
き
出
し
た
雨
水

が
大
網
駅
周
辺
に
流
入
し
た
と
聞
く
。
昭

和
の
森
周
辺
や
ゴ
ル
フ
場
の
一
部
の
雨
水

は
調
整
池
か
ら
小
中
池
に
流
入
し
て
い

る
。
私
は
、
「
千
葉
市
側
か
ら
の
雨
水
の

流
入
を
抑
制
し
て
も
ら
う
協
議
を
し
て
は

如
何
か
」
と
執
行
部
に
申
し
上
げ
て
い
る

が
、
残
念
な
が
ら
協
議
を
し
て
い
な
い
。

早
急
に
千
葉
市
と
雨
水
流
入
抑
制
に
つ
い

て
の
協
議
、
調
査
を
し
て
頂
き
た
い
。

問
　
各
地
区
の
排
水
ポ
ン
プ
は
適
切
に
作

動
し
て
い
た
か
伺
い
た
い
。

答
　
金
谷
川
付
近
２
か
所
の
排
水
ポ
ン
プ

の
分
電
盤
が
漏
電
し
停
止
し
た
の
で
、
仮

設
の
排
水
ポ
ン
プ
を
設
置
し
た
。
わ
ら
び

台
団
地
の
排
水
ポ
ン
プ
は
、
豪
雨
の
た
め

排
水
能
力
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
。
北
今

泉
地
区
の
産
業
道
路
沿
い
の
排
水
ポ
ン
プ

１
か
所
は
、
過
負
荷
状
態
と
な
り
停
止
し

た
の
で
、
自
然
流
下
に
切
り
替
え
排
水
作

業
を
継
続
し
た
。
千
葉
県
が
管
理
す
る
大

網
駅
の
Ｊ
Ｒ
東
金
線
ガ
ー
ド
下
の
排
水
機

場
は
漏
電
し
、
排
水
ポ
ン
プ
３
基
の
う
ち

１
基
が
停
止
し
た
。

 

配
電
盤
の
漏
電
な
ど
原
因
は
あ
る
と
思
う

が
、
普
段
か
ら
の
管
理
が
大
事
。
市
管
理
、

千
葉
県
管
理
を
含
め
定
期
的
に
整
備
、
対
策

し
て
頂
き
た
い
。
小
中
川
雨
水
第
二
ポ
ン
プ

は
50
．
８
ha
の
市
街
化
区
域
を
流
域
と
し
て

い
る
が
、
洪
水
時
に
は
市
街
化
調
整
区
域
か

ら
の
雨
水
も
流
入
す
る
の
で
、
既
定
の
ポ
ン

プ
の
容
量
で
は
フ
ル
稼
働
し
て
も
排
水
し
き

れ
な
い
。
駒
込
地
区
の
浸
水
被
害
の
原
因

は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
排
水
整
備
の
遅
れ

が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
大
竹
地
区
の
排
水

ポ
ン
プ
も
排
水
容
量
不
足
と
、
金
谷
川
が
氾

濫
し
越
水
す
る
状
況
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
が

作
動
し
て
も
、
一
定
の
降
水
量
を
超
え
る
と

大
規
模
な
浸
水
被
害
に
な
る
。
市
街
化
調
整

区
域
の
排
水
整
備
の
遅
れ
に
根
本
的
な
原
因

が
あ
る
。

問
　
今
後
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
豪
雨
の
雨
量
に
対
応
可
能
と
す
る
施
設

整
備
は
、
南
白
亀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
を
変

更
し
、
小
中
川
下
流
お
よ
び
南
白
亀
川
を
全
川

に
わ
た
り
現
在
の
河
川
断
面
を
大
き
く
拡
大
す

る
な
ど
の
対
策
が
必
要
。
市
は
、
小
中
川
上
流

部
や
金
谷
川
の
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
く
整
備

を
着
実
に
進
め
、
南
玉
地
区
の
幹
線
排
水
路
の

整
備
方
針
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
令
和
８
年
８
月
千
葉
豪
雨
（
大
網
街
道

通
行
止
め
対
応
）
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
８
月
13
日
の
夜
か
ら
14
日
に

か
け
て
発
生
し
た
令
和
８
年
８
月
千
葉
豪

雨
に
よ
り
、
現
在
も
県
道
20
号
線
、
い
わ

ゆ
る
「
大
網
街
道
」
が
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
ま
す
。
土
気
へ
向
か
う
た
め
の
主
要

な
道
路
が
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
一
般
道
の
利
用
者
は
、
季
美
の
森
方

面
に
迂
回
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
度
は
、

山
田
台
大
網
白
里
線
バ
イ
パ
ス
が
混
雑
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
緊
急
車
両
の

通
行
や
、
災
害
復
旧
の
た
め
の
車
両
の
通

行
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
安
心
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
代
替
と
な
る
道

路
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
次
第
で
す
。

　
令
和
元
年
10
月
の
大
雨
が
総
雨
量
約
３

０
０
㎜
で
、
数
百
年
に
一
度
の
大
雨
、
令
和

５
年
９
月
の
台
風
に
よ
る
大
雨
は
総
雨
量
約

４
０
０
㎜
で
、
千
年
に
一
度
の
大
雨
、
先
月

８
月
13
日
の
千
葉
豪
雨
も
４
０
７
㎜
で
千
年

に
一
度
の
大
雨
と
な
っ
て
い
る
。
千
年
に
一

度
の
大
雨
が
３
年
に
一
度
降
っ
て
い
る
。
南

白
亀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
お
よ
び
本
市
の

河
川
排
水
計
画
の
早
急
な
見
直
し
と
河
道
拡

幅
、
堤
防
整
備
、
橋
梁
改
築
、
堰
改
築
、
調

節
池
整
備
に
つ
い
て
予
算
を
確
保
し
短
期
間

で
事
業
を
完
了
で
き
る
よ
う
、
関
係
自
治
体

と
連
携
し
て
国
・
県
に
強
く
働
き
か
け
、
早

急
に
浸
水
被
害
対
策
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

豪
雨
災
害
の
直
後
に
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
浸

水
被
害
の
予
見
可
能
性
、
行
政
の
不
作
為
・

過
失
を
問
う
も
の
で
、
厳
し
い
意
見
だ
。
二

度
と
浸
水
被
害
は
起
こ
さ
な
い
。
あ
ら
ゆ
る

対
策
を
し
て
整
備
を
し
て
い
く
覚
悟
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
、
市
民
の
安

心
・
安
全
は
確
保
で
き
な
い
。
市
民
の
信
頼

を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
国
道
１
２
８
号
バ
イ
パ
ス
沿
道
、
資
材

置
き
場
の
盛
土
に
つ
い
て

○
日
銀
政
策
金
利
上
昇
に
伴
う
本
市
の
財

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て

私
は
令
和
３
年
第
２
回
・
令
和
５
年
第
１

回
関
連
質
問
を
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
第

１
回
で
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
入
口
交

差
点
か
ら
昭
和
の
森
方
面
へ
行
く
県
道

は
、
３
年
前
は
崖
崩
れ
等
が
３
か
所
あ

り
、
長
ら
く
片
側
通
行
が
続
き
、
大
変
不

便
で
し
た
。
ま
た
、
い
ま
だ
に
陥
没
し
て

い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
道
幅
も
狭
く
、
歩

道
も
な
く
、
大
変
危
険
な
県
道
で
あ
り
ま

す
。
災
害
時
、
有
事
の
時
に
は
あ
て
に
な

り
ま
せ
ん
。
と
質
問
し
て
い
ま
す
。
そ
の

時
の
答
弁
は
、
通
称
大
網
街
道
は
、
災
害

発
生
時
に
被
災
者
の
救
助
を
は
じ
め
、
物

資
供
給
等
の
応
急
活
動
の
た
め
に
緊
急
車

両
な
ど
の
通
行
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な

路
線
で
あ
り
、
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
、

本
市
お
よ
び
千
葉
県
の
地
域
防
災
計
画
に

位
置
付
け
、
道
路
の
改
修
等
を
関
係
課
と

連
携
し
要
望
し
ま
す
と
の
答
弁
で
し
た
。

問
　
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
、
み
ず
ほ
台
か

ら
土
気
方
面
へ
向
か
う
道
路
を
整
備
す
る

計
画
が
あ
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
県
道
20
号
線
（
通
称
大
網
街
道
）
の

崩
落
や
Ｊ
Ｒ
外
房
線
の
大
網
、
誉
田
間
の

運
休
に
伴
い
、
代
替
ル
ー
ト
で
あ
る
山
田

台
大
網
白
里
線
バ
イ
パ
ス
が
混
雑
し
た
こ

と
は
、
本
市
に
お
い
て
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
ご
指
摘
の
み
ず
ほ
台

か
ら
の
新
ル
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財

源
や
用
地
、
千
葉
市
側
と
の
接
続
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
現
時
点
で
具
体
的
な

整
備
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
新
た
な

道
路
整
備
計
画
を
立
ち
上
げ
る
に
は
、

広
域
的
・
公
益
的
な
視
点
か
ら
、
国
・

県
・
千
葉
市
を
含
め
た
関
係
機
関
が
一

体
と
な
り
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
連
携
の
枠
組

み
の
中
で
、
中
長
期
の
視
点
で
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
市
内
保
育
園
等
の
水
害
対
策
は
。

答
　
市
内
保
育
施
設
で
は
、
大
竹
保
育

園
と
あ
さ
ひ
保
育
園
が
床
上
浸
水
被
害

を
受
け
、
臨
時
休
園
と
な
り
、
大
竹
保

育
園
は
子
育
て
支
援
館
・
あ
さ
ひ
保
育

園
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
代
替

保
育
を
開
始
。

代表質問

自
由
民
主
の
会
　

「
千
葉
豪
雨
災
害
」
に
つ
い
て

北
田

　宏
彦

　議
員

関
連
質
問

田
辺 
正
弘 
議
員

問
　
若
者
移
住
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
本
市
は
、
通
勤
に
便
利
な
Ｊ
Ｒ
外
房

線
の
駅
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
５
団
地
を
中

心
に
住
宅
地
が
開
発
さ
れ
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
隣

市
と
比
較
し
て
企
業
や
事
業
者
な
ど
の
数

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
法
人
市
民
税
や
固

定
資
産
税
が
少
な
く
、
個
人
市
民
税
の
占

め
る
割
合
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
歳
入
面
に
お
い
て
個
人
市
民

税
が
大
き
な
役
割
を
占
め
る
本
市
で
は
、

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
定
年
退
職
者
な

ど
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
る
税
収
の
落
ち

込
み
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
産
年
齢
人
口

の
確
保
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
若
い
世

代
の
移
住
・
定
住
施
策
や
、
少
子
化
対
策

の
推
進
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育

て
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

各
種
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
新
婚
世
帯
の
住
居
費
や
引
っ
越

し
費
用
な
ど
を
支
援
す
る
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
を
は
じ
め
、
不
妊
治
療
費
の
助

成
、
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
子
ど
も

医
療
費
助
成
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
料

や
産
科
の
初
回
受
診
料
の
助
成
、
さ
ら
に

は
学
生
を
対
象
と
し
た
路
線
バ
ス
の
通
学

定
期
券
の
購
入
費
助
成
な
ど
の
取
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
か

ら
開
始
し
た
東
大
生
地
域
お
こ
し
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
向
け
地

域
活
動
へ
の
支
援
や
、
空
き
家
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
子
育
て
世
帯
向
け
の
移
住
支
援

な
ど
、
若
年
層
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
大

網
白
里
市
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

問
　
大
網
駅
南
側
の
開
発
に
つ
い
て

答
　
大
網
駅
周
辺
は
本
市
の
玄
関
口
で
あ

り
、
公
共
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
と
と
も

に
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
を
支
え
る
重

要
な
拠
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
網
駅
南
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

と
あ
わ
せ
て
、
商
業
業
務
機
能
や
居
住
機

能
の
誘
導
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
駅
周
辺

の
利
便
性
の
向
上
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
と
も

に
、
本
市
の
魅
力
を
高
め
、
移
住
・
定
住

の
促
進
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
７
年
６
月
に
、
大
網
駅
南
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
か
ら
大
網
駅
南
地
区
ま
ち

づ
く
り
構
想
の
提
言
を
受
け
、
そ
の
内
容

や
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果

な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
８
年
７
月
に
大
網

駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
方
針
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
方
針
に
基
づ

き
、
官
民
連
携
に
よ
る
事
業
化
に
向
け
た

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
た
め
、
民
間
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
的
知
見
を
活
用

す
る
大
網
駅
南
地
区
事
業
化
検
討
パ
ー
ト

ナ
ー
の
募
集
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
８

年
８
月
千
葉
豪
雨
に
よ
り
、
大
網
駅
周
辺

が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
浸
水
被
害
を
受
け

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
排
水
対
策
を
最
優
先

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
募

集
に
つ
き
ま
し
て
は
見
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
大
網
駅
南
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
網

駅
周
辺
の
排
水
対
策
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
連
携

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
主
権
者
教
育
に
つ
い
て

答
　
教
育
委
員
会
管
理
課
か
ら
主
権
者
教

育
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
教
育
委
員

会
に
お
き
ま
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
が
社

会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
主
体

的
、
自
律
的
に
社
会
に
参
画
す
る
力
を
養

う
た
め
、
各
発
達
段
階
に
応
じ
た
主
権
者

教
育
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

個人質問

地
球
温
暖
化
、
異
常
気
象

宮
間

　文
夫

　議
員

ぶ
ん  

す
い  

れ
い


